
1 

資料４ R5.7.27

総計審議会

第４次総合計画基本計画改訂版素案 第４回部会時点・第４回審議会時点 新旧対照表 

 

ページ 該当箇所 第４回部会時点 第４回審議会時点 

１ 序論 

１．第４次総合計画基本計画改訂

版策定の趣旨 

・・・一方で、生活様式の変化等によるデジタル化が進展す

るなど、私たちを取り巻く環境は大きく変化しています。 

加えて、Society5.0 の実現に向けた情報通信技術の

進展のほか、地球温暖化をはじめとする環境問題や激甚化

する自然災害、国際連合が提唱する SDGs（持続可能な

開発目標）の理念の浸透など、本市を取り巻く社会経済

情勢は様々に変化しており、その対応が求められています。 

・・・一方で、Society5.0 の実現に向けた情報通信技術が

浸透していく中で、コロナ禍において求められた生活様式の

変化によって、デジタル化が急速に進展しました。さらに、気

候変動の影響が指摘される激甚化する自然災害、国際連

合が提唱する SDGs（持続可能な開発目標）の理念の

浸透など、本市を取り巻く社会経済情勢は様々に変化 し

ており、その対応が求められています。 

２ ３．第４次総合計画策定後の主な

動向 (1) 中核市移行 

●隣接する中核市４市（西宮市・尼崎市・豊中市・吹田

市）による「NATS」など、都市間連携の幅が拡大 

●隣接する中核市４市（西宮市・尼崎市・豊中市・吹田

市の「NATS」）など、都市間連携の幅が拡大 

３ ３．第４次総合計画策定後の主な

動向 (3) デジタル化の推進 

・・・一方、デジタルに慣れている人とそうではない人の格差

（デジタルデバイド）の問題が顕在化しています。 

・・・一方、デジタルに慣れている人とそうではない人の格差

（デジタルデバイド）の問題が顕在化するとともに、情報セ

キュリティに関する様々なリスクも複雑化しています。 

３ ３．第４次総合計画策定後の主な

動向 (4)安心安全や環境への意識

の高まり 

平成 30 年に発生した大阪府北部地震や大型台風な

ど、頻発する自然災害のリスクの高まりを背景に、これらの教

訓を生かした危機管理体制の強化や地域防災対策が求め

られています。 

平成 30 年（2018 年）には 6 月に大阪府北部地震

が、9 月に大型台風の上陸があり、本市に大きな被害をもた

らしました。その後も「記録的」とされる大雨が頻発するなど、

自然災害のリスクが高まっており、対応する危機管理体制の

強化や地域防災対策が求められています。 

３ ３．第４次総合計画策定後の主な

動向 (4)安心安全や環境への意識

の高まり 

MOTTAINAI を基本理念として MOTTAINAI（もったいない）を基本理念として 

３ ３．第４次総合計画策定後の主な

動向 (4)安心安全や環境への意識

の高まり 

●西宮市・尼崎市・豊中市・吹田市の隣接中核市

（NATS）で「地球温暖化対策の自治体間連携に関す

る基本協定」を締結 

●隣接する中核市４市（西宮市・尼崎市・豊中市・吹田

市の「NATS」）で「地球温暖化対策の自治体間連携に

関する基本協定」を締結 



2 

ページ 該当箇所 第４回部会時点 第４回審議会時点 

３ (6) 少子高齢化の進行と子育て・教

育施策の更なる推進 

・・・65 歳以上人口は 26.6％から 28.6％に上昇し、少子

高齢化が進行しています。そのような中、子供のための政策

の司令塔として、・・・ 

・・・65 歳以上人口は 26.6％から 28.6％に上昇し、少子

高齢化が進行しています。人口構造上、40 歳未満の女性

が減少している中で、出生数が急速に減少しており、コロナ

禍がそれに拍車をかけ、国の推計を上回るペースで少子化

が進んでいます。そのような中、子供のための政策の司令塔

として、・・・ 

３ (6) 少子高齢化の進行と子育て・教

育施策の更なる推進 

●保育所の整備等を行った結果、令和４年度（2022 年

度）に待機児童数０人を達成 

●保育所の整備等を行った結果、令和４年度（2022 年

度）に待機児童数ゼロを達成 

３ (6) 少子高齢化の進行と子育て・教

育施策の更なる推進 

●妊産婦の産前産後の支援を充実（家事代行や助産師

ケアに利用できるクーポンを市独自で発行） 

●妊産婦の産前産後の支援を充実 

５ 基本計画の推進に当たって 

１．基本計画の進行管理 

Check（評価）の考え方 

（SDGs） 

●・・・ターゲットごとに第４次総合計画の各政策との関連に

ついてバックキャスティングの視点で整理を行います。 

（SDGs） 

● ・・・ターゲットごとに第４次総合計画の各政策との関連

について整理を行った上で、国際社会が求める目標に本

市が応えられているかについても意識しながら取組を推進

します。 

７ ３．財政運営の基本方針 

目標① 

経常収支比率 95％以下（令和４年度 95.2%） 経常収支比率 95％以下（令和４年度 95.6%） 

12 大綱１政策１ 

現状と課題 

・・・LGBT など性的マイノリティの人に対する理解の増進など

も課題となっており、・・・ 

・・・LGBT など性的マイノリティの人に対する理解や認識の

不足なども課題となっており、・・・ 

13 施策 1-1-2 ・・・性的マイノリティの人に対する理解の増進など人権課題

に取り組みます。 

・・・性的マイノリティの人に対する理解や認識の不足など人

権課題に取り組みます。 
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18 大綱２政策２ 

現状と課題 

・・・特に、近年は、特殊詐欺の手口は巧妙化し、インターネ

ットを利用した犯罪や新たな悪質商法なども増加していま

す。また、成年年齢引下げに伴い、契約に関する知識や社

会経験の少ない若者を狙うトラブルが懸念されています。 

 さらに、新型コロナウイルス感染症に関連した詐欺やサイバ

ー犯罪などが発生するなど、犯罪が多様化・複雑化していま

す。 

・・・特に、近年は、特殊詐欺の手口は巧妙化し、インターネ

ットを利用した犯罪や新たな悪質商法など、犯罪が多様化・

複雑化しています。また、成年年齢引下げに伴い、契約に

関する知識や社会経験の少ない若者を狙うトラブルが懸念

されています。 

22 大綱３政策２ 

現状と課題 

・・・本市では、障がいに対する理解や配慮に係る啓発事業

に取り組んでおり、地域社会、学校、職場など、暮らしのさま

ざまな場面において、障がいに対して正しく理解することや、

法令で義務付けられている合理的配慮のための具体的取

組が求められています。 

・・・本市では、障がいに対する理解や配慮に係る啓発事業

に取り組んでおり、地域社会、学校、職場など、暮らしのさま

ざまな場面において、障がいに対して理解を深めることに加

え、法令で義務付けられている障がい者への差別的取扱い

の禁止や合理的配慮の提供のための具体的取組が求めら

れています。 

22 施策 3-2-1 医療的ケアを要する障がい者を含め、・・・ 医療的ケアを必要とする障がい者を含め、・・・ 

22 施策 3-2-2 さらに、障がいに対する理解の促進や差別解消のため、啓

発などに取り組みます。 

さらに、障がいに対する理解の促進や差別解消のための啓

発を行うとともに、合理的配慮が提供されるよう具体的な取

組を推進します。 

27 大綱３政策４ 

SDGs ゴール 

ゴール１，２，３，６，８，９，10，11，14，16 が 

該当 

ゴール 14 を削除 

27 関連する主な個別計画 （追加） ○国民健康保険データヘルス計画 

30 大綱４政策２ 

現状と課題 

子供たちを取り巻く環境が急激に変化している中、これから

は、さまざまな先端技術を駆使した課題解決が求められま

す。 

子供たちを取り巻く社会環境が急激に変化していく中、これ

までにはない多様化・複雑化したさまざまな課題への対応が

求められます。 
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31 施策 4-2-1 また、いじめや不登校などに悩む子供一人ひとりへの対応や

特性のある子供の課題に応じた支援体制・新たな学びの場

の構築など学校の魅力向上に向けて、教職員が本来業務

に集中できる働きやすい環境を整えます。合わせて、就学援

助など、安心して学ぶことができる取組を進めます。 

また、いじめや不登校などに悩む子供一人ひとりへの対応や

特性のある子供の課題に応じた支援体制の充実・新たな学

びの場の構築など学校の魅力向上に取り組みます。それに

向けて、教職員が本来業務である教育活動に集中できる

働きやすい環境を整えます。あわせて、就学援助など、安心

して学ぶことができる取組を進めます。 

34 大綱４政策４ 

現状と課題 

・・・身近に受講できる「市民大学講座」などの学習機会が

提供されています。 

・・・身近に受講できる「市内大学連携講座」などの学習機

会が提供されています。 

34 現状と課題 また、超高齢社会、防災・防犯、環境問題、SDGs など現

代的課題に・・・ 

また、超高齢社会における介護、防災・防犯、環境問題な

ど現代的課題に・・・ 

35 SDGs ゴール ゴール１，３，４，８，10，11，12，13，17 が該

当 

全てのゴールが該当 

36 大綱５政策１ 

現状と課題 

・・・持続可能な社会の実現に向けて、国際的な取組が進

められています。 

・・・持続可能な社会の実現に向けて、2050 年までに温室

効果ガスの排出量を実質ゼロにすることや、2030 年までに

陸と海の30％以上を保全し健全な生態系を回復する取組

などが、国際的に求められています。 

36 現状と課題 本市の環境政策の基本理念である「もったいない精神」に立

ち返り、・・・ 

本市の環境政策の基本理念である、MOTTAINAI（もっ

たいない）精神に立ち返り、 

45 大綱７政策２ 

施策指標 7-2-1 

市の文化事業に出演・出展した市民の延べ人数 

目標（R10） 2,400 人 

市の文化事業に出演・出展した市民の延べ人数 

目標（R10） 2,650 人 

48 大綱８政策１ 

現状と課題 

・・・隣接中核市４市（西宮市・尼崎市・豊中市・吹田

市）による NATS の取組など、自治体間連携を進めていま

す。 

・・・隣接する中核市４市（西宮市・尼崎市・豊中市・吹

田市の「NATS」）など、他自治体との連携を進めています。 

 

 



5 

ページ 該当箇所 第４回部会時点 第４回審議会時点 

48 施策指標 8-1-4 災害発生時などにおける行政サービスの継続性を確保する

とともに、情報セキュリティの脅威に対応するため、職員への

研修をはじめとして、情報セキュリティ管理の強化を図りま

す。 

災害発生時などにおける行政サービスの継続性を確保する

とともに、ICT 技術のさらなる進展や普及に伴うリスクの複雑

化に対応するため、に対応するため、職員への研修をはじめ

として、情報セキュリティ管理の強化を図ります。 

66 施策指標一覧 

市の文化事業に出演・出展した市民

の延べ人数 目標値の考え方・積算

根拠 

市が実施する文化事業の充実などにより、実績値の約１割

増を見込む。 

市が実施する文化事業の充実などにより、実績値の約５％

増を見込む。 

68 すいたん Twitter など SNS フォロワー

数 目標値の考え方・積算根拠 

・・・府内中核市、NATS の各市（西宮市、尼崎市、豊中

市）等の実績と比較したうえ、・・・ 

・・・府内や近隣中核市等の実績と比較したうえ、・・・ 

69 電子化対応済の行政手続におけるオ

ンライン申請件数の割合 目標値の

考え方・積算根拠 

現在は、電子申込しやすい申請から電子化し、・・・ 市の全手続から電子化対象外の手続（「申請件数が極め

て少ない」「対面必須」等）を除いた上で、電子化対応を

進めており、・・・ 

101 (3) 吹田市の将来世帯数の推計

（令和２年（2020 年）実績値補

完） 

― 数字を精査して差し替え 

101～ (4) 地域の特性 ― グラフを時点修正 

 


